
平成 28年 5月16日

14 奥州市内における道路施設の計画的な補修・保全（防災・安全）

平成22年度～平成26年度（５年間） 奥州市

奥州市内における道路施設の補修を行うことにより、市民の安全安心な暮らしを確保する。

・道路機能の保全を行う必要のある箇所に対する改善整備率

道路機能の保全を行う必要がある箇所に対する改善整備率
（改善整備率）　＝　（改善整備済延長　／　要改善計画延長）　×　１００

計画により新たに歩道整備を予定している路線数 (№14奥州市民の快適で安心な暮らしを支える道づくりと共通指標)

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 備考

種別 種別 対象 間接 種別 H22 H23 H24 H25 H26

歩道整備 481

歩道整備 369

歩道整備 120

歩道整備 72

歩道整備 153

歩道整備 111

歩道整備 104

歩道整備 96

歩道整備 199

歩道整備 176

歩道整備 178

歩道整備 139

歩道整備 114

歩道整備 111

舗装修繕 446

舗装修繕 461
歩道整備 76
歩道整備 35
歩道整備 13
歩道整備 24

1.交付対象事業の進捗状況

事 後 評 価

○事後評価の実施体制、実施時期 事後評価の実施時期

公表の方法

平成28年5月

奥州市ホームページにて公表

奥州市都市整備部土木課にて実施

0% 87.0% 100.0%

3,596百万円 3,584百万円 12百万円 0.3 ％

社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）
計画の名称

計画の期間 交付団体

（H22当初）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H26末）

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

計画の目標

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

5路線 8路線 11路線

（H24末）

効果促進事業費の割合
Ｃ全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

Ａ 0百万円Ｂ

全体事業費
（百万円）（事業箇所） （延長・面積等）

L=18.3㎞

奥州市

奥州市

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）

L=0.6㎞

奥州市

奥州市14-A2 道路 一般 奥州市 直接
L=1.2㎞

市町村道 公安 （２）北鵜ノ木西田線 化石工区
L=0.8㎞

L=0.7㎞

14-A14 道路 一般 奥州市 直接

14-A13 道路 一般 奥州市 直接

根岸工区
L=0.5㎞

市町村道 交安 （１）松堂八幡線 光大寺工区
L=0.9㎞

L=0.5㎞

奥州市

奥州市

4,224百万円4,236百万円 12百万円 0.3 ％

市町村道 交安 （他）根岸栄町線

14-A15 道路 一般 奥州市 直接 市町村道 交安 （他）野中前新山前線 田高工区
L=0.6㎞

14-A16 道路 一般 奥州市 直接 市町村道 交安 （他）下松原鶴田線 谷地工区
L=0.9㎞

L=1.1㎞

14-A17 道路 一般 奥州市 直接 市町村道 交安 （１）衣川橋六道線 向舘工区
L=0.8㎞

奥州市
L=1.4㎞

14-A18 道路 一般 奥州市 直接 市町村道 交安 （他）田中上野線 田中工区
L=0.7㎞

奥州市
L=0.7㎞

14-A19 道路 一般 奥州市 直接 市町村道 修繕 （１）白鳥線外
L=21.9㎞

奥州市

14-A29 道路 一般 奥州市 直接 市町村道 交安 （他）河ノ畑北高大寺線 河ノ畑工区
L=0.4km
L=0.4km

立石工区
L=0.3km

奥州市14-A30 道路 一般 奥州市 直接
L=0.2km

市町村道 交安 （他）立石竹沢線



橋梁補修 279
橋梁補修 0 H25より別パッケージ計画にて実施

舗装修繕 1,990

舗装修繕 1,990

歩道整備 71
歩道整備 0 H25より別パッケージ計画にて実施

4,224

合計 3,584

Ｂ　関連社会資本整備事業

番号 事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

調査 7

調査 3

9

9

16

合計 12

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

14-C2 道路の路面性状調査を行い、生活基盤となる道路の舗装修繕を実施する事により、快適で安全・安心な通行を確保する。

修繕計画策定 奥州市

L=151.1km
奥州市

計画・調査 橋梁長寿命化修繕計画策定事業14-C1 計画・調査 一般 奥州市 直接

14-C2 調査 一般 奥州市 直接 調査 路面性状調査

事業者
省略

要素となる事業名
事業内容

L=0km

工種 （延長・面積等）
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

L=0.4km

事業実施期間（年度）
市町村名

L=45.5㎞
奥州市

奥州市

工種 （延長・面積等）
事業者

省略
要素となる事業名

事業内容 全体事業費
（百万円）市町村名

0橋

道路

奥州市

奥州市

奥州市

直接

市町村道

L=60.1km

直接

直接 中野線他9路線

14-A31

14-A32

14-A34

道路

道路 （１）十文字秋成線外

一般

一般

一般

23橋

L=60.1㎞

Ⅱ定量的指標の達成状況

市町村道

100%

 新たに歩道を設置する路
線を5路線(H22)から11路
線(H26)に増加

最終目標値 11路線

修繕

修繕

交安

八日市北天間線外

市町村道

3.特記事項(今後の方針等)

・引き続き、事業継続し通学路の歩道整備を進め歩行空間の確保を図り、道路舗装の老朽化対策も計画的に実施し安心安全な道路環境の保全を進めていく。

・予定通り整備の改善を実施できた。
100%

目標値と実績値に差が出
た要因

・通学路の歩道整備により、児童通学の安全性が向上した。
・道路保全の必要がある路線の改善を進めた「舗装修繕」事業では、クラックや轍ぼれの段差等の解消が図られ安全な走行環境の向上に寄与した。

Ⅰ 定量的指標に関する交付対象事業の効果の発現状
況

 道路機能の保全を行う必
要がある箇所に対する改
善整備率を100%(H26)を目
指す。

Ⅲ 定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
(必要に応じて記述)

・橋梁長寿命化修繕計画を策定したことにより、各箇所の橋梁修繕計画が示され効果的な橋梁修繕を進めることができた。
・路面性状調査を実施したことにより、修繕箇所が特定され効果的な舗装修繕が実施できた。

2.事業効果の発現状況、目標値の達成状況

奥州市

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値に差が出
た要因

・歩道整備予定路線数については、H25年度に計画が通常分と防災安全分に分かれたこと及び14-A34の要素事業についてH25年度より別パッケージ計
画に移行し整備を実施した経緯から歩道整備路線数の目標値に届かなかったものである。

最終実績値 9路線



（参考図面）活力創出基盤整備

計画の名称 14 奥州市内における道路施設の計画的な補修・保全（防災・安全）
計画の期間 平成22年度～平成26年度（５年間） 奥州市

■　基幹事業（A）

△　関連社会資本整備事業（B）

　　 効果促進事業（C）

■　基幹事業（A）

△　関連社会資本整備事業（B）

　　 効果促進事業（C）

交付対象

《交付団体：岩手県》

《交付団体：市町村》

【凡例】

除雪機械・除雪

交安系

《事業識別》

改築系

　　　　区画・街路

補修系

岩　手　県

奥州市

水沢駅

前沢駅

水沢江刺駅

陸中折居駅

水沢IC

前沢平泉IC


